
水車形式 水中タービン水車 最大使用水量 8.0㎥/秒
最大出力 199kW 事業費 約19億4千万円（予定）
有効落差 3.25ｍ 稼働開始年月 令和6年10月
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犬山頭首工と小水力発電所

●国営総合農地防災事業により、
犬山頭首工の左岸導水路にある余
水吐転倒堰の落差を活用して設置
されました。
発電収益は、宮田用水土地改良

区始め関係５土地改良区が管理す
る土地改良施設の維持管理費に充
当されています。

売電型導入事例−国営
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